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学  位  論  文  題  名 

  

 Study of archaeal and bacterial lipids in surface sediments from the 

western Arctic Ocean and the Bering Sea and their application to 

paleoenvironmental reconstruction 

(西部北極海とベーリング海の表層堆積物中に含まれるアーキアおよびバクテリア起

源脂質の研究とその古環境学的応用) 

 

 北極海堆積物中のグリセロールジアルキルグリセロールテトラエーテル（GDGTs）

の特徴と起源を明らかにするために、西部北極海表層堆積物、アラスカ河川堆積物、

アラスカ土壌、ベーリング海表層試料中のGDGTを分析した。さらに、北部チュクチ

海から得られた３本のコアのGDGT組成から西部北極海の完新世環境変動を復元した。 

 表層堆積物中のイソプレノイドGDGT濃度はチュクチ海下部陸棚・上部斜面域でも

っとも高く、海氷縁での高いアーキア生産、細粒粒子の運搬に伴うGDGTの再堆積、

高い堆積速度による高い保存効率を反映している。北緯73度以北では、TEX86および

TEX86
Lは海面温度から予想される値よりも高く、北極海特有のThaumarchaeotaがGDGT

を生産している可能性が考えられた。ブランチGDGT濃度はチュクチ海大陸棚とユー

コン川河口域、マッケンジー川河口域で高かった。CBT比から、チュクチ海大陸棚の

ブランチGDGTは海洋バクテリア起源であり、河口域と西部北極海遠洋域のブランチ

GDGTは陸上土壌バクテリア起源であると推察された。 



 表層堆積物中のGDGT組成の知見に基づいて、北部チュクチ海から採取した３本の

堆積物コアのGDGT組成から、西部北極海の完新世環境変動を復元した。前期完新世

の層準では、陸起源のブランチGDGTが多く、現在の西部北極海遠洋域と同様に北部

チュクチ海が多年氷に覆われていたことが示唆された。またTEX86およびTEX86
Lはベー

リング海峡通過流の千年スケール変動に対応した変動を示した。 

  上記の知見は、申請者により初めて明らかにされたものであり、北極海環境変

動の理解に貢献し、古気候学の発展に寄与するものである。 

 審査委員一同は、これらの成果を高く評価し、また研究者として誠実かつ熱心

であり、大学院博士課程における研鑽や修得単位などもあわせ、申請者が博士

（環境科学）の学位を受けるのに充分な資格を有するものと判定した。 

 


